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▼
六
月

12
日
午
後
九
浦
の
家

で
、
本
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
の

懇
談
会(

代
表
ほ
か
役
員
）。
共
働

態
勢
、
節
電
情
報
共
有
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
掲
示
板
利
用
な
ど
。 

 
 
 

 平
成
二
十
三
年
度
総
会
報
告 

 

四
月
16
日
14
時
か
ら
、
二
丁
目
の
岩
岡
由
美

子
さ
ん
を
議
長
に
選
出
し
、
22
年
度
事
業
報
告

お
よ
び
決
算
、
23
年
度
事
業
計
画
・予
算
案
、
新

年
度
運
営
委
員
が
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

運
営
委
員
の
新
陳
代
謝
の
鈍
さ
、
出
席
率
な
ど

厳
し
い
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
後
半
、

協
議
会
の
「活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」が
発
足

し
、
改
革
を
進
め
て
お
り
、
幾
つ
か
は
実
行
に
移

さ
れ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
担
当
者

の
運
営
委
員
と
し
て
の
自
覚
も
強
ま
り
ま
し
た
。

吉
祥
寺
東
地
域
は
、
外
環
地
上
部
道
路
、
東
町

二
丁
目
交
通
問
題
、
法
政
記
念
館
跡
地
の
汚
水

交
じ
り
雤
水
大
貯
留
槽
計
画
と
難
問
を
い
く
つ
も

抱
え
、
い
ず
れ
も
ま
だ
解
決
に
至
り
ま
す
ん
。
23

年
度
も
粘
り
強
く
こ
れ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

東
北
大
地
震
を
受
け
、
東
部
福
祉
の
会
の
呼
び

か
け
で
、
本
宿
、
本
町
コ
ミ
と
共
に
、
地
域
諸
団

体
に
も
呼
び
掛
け
、
一
時
避
難
所
で
あ
る
三

中
、
本
宿
小
で
の
、
地
域
自
主
防
災
を
考
え
る
会

を
発
足
さ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

新
運
営
委
員
に
一
丁
目
の
浅
井
信
也
さ
ん
。 

運
営
委
員
全
員
が
承
認
さ
れ
、
後
日
の
臨
時
運

営
委
員
会
で
、
今
年
度
の
代
表
に
井
部
文
哉
氏
、

副
代
表
に
小
林
宏
・山
口
智
章
・青
木
一
郎
・田

鶴
浜
静
子
の
四
氏
、
会
計
宮
沢
元
英
さ
ん
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
後
、
養
生
木
蘭
会
主
催
者
田
渕
と
み
え
さ

ん
の
講
演
「 

美
し
く
健
康
に
暮
ら
す
た
め
に-

呼

吸
と
気
功
」
が
あ
り
、
「動
物
も
植
物
も
す
べ
て
の

生
命
体
の
生
命
維
持
は
呼
吸
活
動
と
切
り
離
す

な
い
。
絶
え
ず
新
陳
代
謝
を
行
わ
な
い
と
命
は
途

絶
え
て
し
ま
う
。
気
功
は
、
調
身
、
呼
吸
、
調
心
が 

             

基
本
だ
が
、
最
も
大
事

な
呼
吸
に
つ
い
て
、
無

意
識
に
し
て
い
る
胸
式

呼
吸
で
な
く
、
腹
式
呼

吸
の
習
慣
化
を
」と
勧

め
ら
れ
ま
し
た
。
基
本
は
上
虚
下
実(

上
半
身
緩

ん
で
下
半
身
し
っ
か
り
）だ
そ
う
で
す
。
。 

皆
で
腹
式
呼
吸
を
練
習
し
、
体
を
動
か
し
た
後
、

試
演
が
あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
75
歳
と
は
思
え
な
い

柔
ら
か
で
し
か
も
切
れ
の
良
い
動
き
。
さ
す
が
で
す
。 

そ
の
後
、
九
浦
と
し
て
は
久
し
ぶ
り
の
地
域
懇
親

会
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
決
算
書
は
３
面
に
掲
載
。 

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
今
年
の
拾
い
も
の 

 

今
年
の
夏
の
フ
リ
マ(

六
月
５
日

10
時
半
～

14
時)

は
、
出
店
申
込
み
が

15
分
で
満
席

に
。
常
連
に
加
え
、
東
部
福
祉
の
会
の
子
ど
も

ス
タ
ッ
フ
く
ら
ぶ
が
出
店
し
ま
し
た
。
九
浦
カ

フ
ェ
も
人
気
上
々
。
売
れ
た
店
、
そ
う
で
も
な

か
っ
た
店
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
楽

し
ま
れ
た
よ
う
で
す
。 

人
波
が
一
段
落
し
た
後
、
写
真
の
お
母
さ
ん
が

子
ど
も
ス
タ
ッ
フ
に
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
か
せ
て
く

れ
た
の
で
す
。
乳
児
を
だ
っ
こ
で
き
る
の
は
、

こ
の
頃
の
子
ど
も
に
と
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
な
い

体
験
で
す
。
兄
弟
が
多
い
子
で
も
私
は
末
っ
子

だ
も
の
と
、
皆
感
激
の
面
持
ち
で
し
た
。
店
番

一
段
落
の
大
人
も
代
わ
る
代
わ
る
抱
か
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
赤
ち
ゃ
ん
も
泣
か

ず
に
サ
ー
ビ
ス
。
こ
う
い
う
の
が
九
浦
の
フ
リ

マ
で
す
。
も
う
一
つ
が
お
馴
染
の
自
転
車
整
理

の
若
者
。
気
働
き
が
出
来
、
高
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。
引
継
ぐ
若
者
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

50
円
で
売
ら
れ
た
廃
食
用
油
利
用
の
石
鹸
は

ク
リ
ー
ン
む
さ
し
の
の
川
上
さ
ん
の
手
作
り
。
台

所
か
ら
洗
濯
ま
で
万
能
で
、
落
ち
も
良
い
で
す
。 

     

▼
五
月
２
日
に
今
年
度
ス
タ
ー
ト
の
九
浦
太
極
拳

11
人
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。 

▼
子
供
囲
碁
教
室
は
、
子
ど
も
が
減
り
大
人
の
希

望
者
が
増
え
、
囲
碁
入
門
教
室
に
名
称
変
更
。 

▼
う
ぐ
い
す
小
路
入
口
吉
田
造
園
に
あ
っ
た
東
コ

ミ
セ
ン
の
案
内
板
が
、
吉
田
家
の
建
て
替
え
の
た
め

取
り
外
さ
れ
ま
し
た
。 

▼
希
望
が
強
か
っ
た
の
で
、
フ
リ
マ
の
申
し
込
み

日
を
日
曜
に
し
ま
し
た
。 

▼
窓
口
の
募
金
箱
第
一
次31100

円
、
第
二
次

フ
リ
マ
九
浦
売
り
上
げ
な
ど
を
加
え40000

円
を

東
北
地
方
義
捐
金
と
し
て
市
役
所
へ。 

▼
五
月

25
日
九
浦
の
家
落
語
会
は
、
「お
し
の

釣
り
」と
「田
能
久
」の
２
席
で
し
た
。 

▼
下
駄
箱
を
作
り
直
し
ま
し
た
。
ス
リ
ッ
パ
を
衛
生

的
に
、
多
数
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

▼
節
電
対
策
に
扇
風
機
２
台
購
入
し
ま
し
た
。 

▼
児
童
室
に
希
望
で
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
導
入
。 

▼
地
震
後
倒
れ
た
ス
ロ
ー
プ
の
擬
似
丸
太
柵
を
浅

井
委
員
が
た
ち
ま
ち
修
理
。
草
取
り
も
完
ぺ
き
に

こ
な
さ
れ
、
趣
味
と
言
わ
れ
ま
す
が
大
感
謝
。 

▼
ホ
ー
ル
・廊
下
・事
務
室
の
大
々
的
な
床
洗
い

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

▼
パ
ソ
コ
ン
容
量
管
理
失
敗
の
た
め
の
ト
ラ
ブ
ル

で
、
HP
が
未
回
復
で
す
。
至
急
直
し
ま
す
。 

▼
吉
祥
寺
東
コ
ミ
セ
ン
電
話 

21-4141 

吉祥寺東コミュニティセンター 九浦の家ホームページは、武蔵野市HP市民活動コミュニティセンターから入って下さい。 

九
浦
の 

つ
ど
い 

へ
お
い
で
く
だ
さ
い 

毎
月
第
四
木
曜
夜
７
時
半
か
ら
、
参
加
し
た
方
た
ち

の
自
由
な
話
し
合
い
で
す
。
四
月
は
「地
元
新
市
議
に

聞
く
」。
五
月
「東
町
は
く
ら
し
よ
い
か
」、
六
月｢

東
電

の
家
庭
で
の
節
電
方
法
」で
し
た
。
お
気
楽
に
ど
う
ぞ
。 

↑赤ちゃんと共に出店 ↑自転車整理サ－ビスの若者 



街づくりができるのは、  そこで生活  する私たちです。 

の
成
果
と
し
て
も
）、
上
級
生
を
見
習
う
効
果

で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
子
ど
も
の
自
然
な

発
達
と
は
こ
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

次
週
に
予
定
し
て
い
た
三
中
、
第
四
小
運
動
会

は
大
雨
で
火
曜
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

◎
六
月

17
・
18
日
の
学
校
公
開
に
、お
知
ら
せ

を
見
て
参
観
し
た
来
年
就
学
児
の
親
が
、二
年
生

の
落
ち
着
い
た
授
業
ぶ
り
に
感
心
し
き
り
で
し
た
。 

◎
四
月

18
日
朝
、
二
丁
目

24
女
子
大
通
り
近

く
の
お
宅
の
塀
を
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
走
る
。 

◎
東
町
の
事
故
＝
五
月

16
日
夜

23
時
、
東
十

一
小
路
北
の
出
口
近
く
で
、
自
転
車
同
士
の
衝

突
で
、
頬
骨
陥
没
骨
折
。
同

19
日
朝
丂
時

50

分
、
一
丁
目
の
松
園
小
路
と
一
丁
目
通
り
交
差

点
で
、
单
へ
走
る
乗
用
車
が
自
転
車
の
高
校
生

と
接
触
、
高
校
生
は
ボ
ン
ネ
ッ
ト
へ
、
車
は
自
転

車
を

10
㍍
引
き
ず
る
。
幸
い
軽
傷
で
し
た
。 

東
町
の
火
事
＝
四
月
～
丂
月
発
生
無
し
で
す
。 

 
 

◎
六
月
五
日
市
街
道
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
向
か
い
の
エ

ス
テ
サ
ロ
ン
閉
店
。 

◎
六
月
半
ば
、
サ
ン
ロ
ー
ド
出
口
近
く
の
ブ

テ
ィ
ッ
ク
閉
店
し
後
が
犬
用
品O

ET
.D
ogs

に
。 

◎
女
子
大
通
り
ワ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
、
犬
カ
フ
ェ
、

猫
カ
フ
ェ
の
準
備
中
で
す
。 

◎
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
東
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
は
、協

定
で
工
事
車
両
は
ク
ッ
ク
ロ
ー
ド
を
使
い
ま
す
。 

四
丁
目
ポ
ン
プ
場
仮
設
公
園 

雨
水
等
貯
留
槽
工
事
着
工
。 

 

四
月

16
日
午
前
、
本
宿
コ
ミ
セ
ン
で
の
説
明

会
で
、
23
・
24
両
年
度
で
、
１
２
０
０
㌧
の
貯

留
槽
を
設
置
し
、
地
上
は
従
来
の
よ
う
な
ポ

ン
プ
場
公
園
と
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
既
に
黄
色
の
フ
ェ
ン
ス
で
囲
い
、
樹
木
の
移

植
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ポ
ン
プ
場
跡
地
は
、

規
模
も
小
さ
く
、
も
と
も
と
似
た
機
能
の
施

設
が
あ
っ
た
た
め
、
法
政
跡
地
の
よ
う
な
住
民

の
反
発
は
な
く
、
早
く
着
工
し
ま
し
た
。 

 

工
事
が
進
む
と
、
重
機
や
土
を
運
び
出
す

ト
ラ
ッ
ク
の
出
入
り
が
増
え
る
た
め
、
東
側
杉

並
区
境
の
道
路
は
車
両
通
行
が
制
限
さ
れ
ま

す(

自
転
車
と
人
は
通
れ
る)

。
そ
の
た
め
、
西

側
の
本
田
東
公
園
と
の
間
に
、
ム
ー
バ
ス
専
用

の
バ
イ
パ
ス
が
造
ら
れ
る
予
定
で
す
。 

１
万
㌧
汚
濁
雨
水
貯
留
槽

計
画 

法
政
跡
地
そ
の
後
２ 

 

 

五
月

18
日
夜
７
時
～
三
中
会
議
室
で
第

五
回 

説
明
会
。
下
水
道
課
の
説
明
資
料
と
、

住
民
側
の
ほ
し
い
資
料
と
は
又
す
れ
違
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
貯
留
さ
れ
る
水(

越
流
水)

に
つ

い
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ
る
映
像
は
、
見
た

目
の
汚
濁
に
関
し
て
の
も
の
で
し
た
が
、
住
民

が
気
に
し
て
い
る
の
は
、
清
濁
で
な
く
、
善
福

寺
川
沿
い
住
民
と
同
じ
く
細
菌
数
な
ど
衛
生

上
の
汚
れ
具
合
で
す
。
合
流
改
善
の
必
要
性

を
理
解
し
た
要
因
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
。 

 

今
回
は
、
前
回
（二
月
）の
敷
地
い
っ
ぱ
い
の

長
方
形
の
貯
留
槽
計
画
が
南
に
寄
す
、
元
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
部
分
に
縮
小
さ
れ
、
そ
の
分
深
く
掘

る
こ
と
で
容
量
を
確
保
す
る
案
が
で
ま
し
た
。

27×
31

㍍
深
さ34

㍍
を
ケ
ー
ソ
ン
工
法
で
と

い
う
提
案
で
す
。 

住
民
は
、
想
定
外
の
地
震
の
後
で
も
あ
り
、

こ
の
深
さ

34
㍍
、
内
部
は
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿

状
と
い
う
施
設
へ
の
不
安
を
訴
え
て
い
ま
す
。

住
民
か
ら
は
、
女
子
大
通
り
の
下
水
管
の
下

に
、
シ
ー
ル
ド
で
出
来
な
い
か
と
の
質
問
が
出

て
い
ま
す
（双
方
の
耐
用
年
数
、
地
震
時
の
脆

弱
性
な
ど
に
つ
い
て
も
）。 

根
強
い
他
の
市
有
地
で
は
駄
目
か
、
負
担
が

分
散
で
き
る
シ
ー
ル
ド
は
駄
目
か
と
い
う
質

問
に
対
し
て
、
市
は
、
「最
下
流
で
ま
と
ま
っ

た
土
地
で
浸
水
対
策
に
も
合
流
改
善
に
も
一

番
合
理
的
で
あ
り
、
25
年
度
ま
で
期
限
が

迫
っ
た
合
流
改
善
施
設
の
た
め
、
工
期
の
点
で

も
理
解
し
て
ほ
し
い｣

と
言
い
ま
す
。 

都
道
を
使
う
条
件
や
、
課
長
発
言
の 

 
 

 

「シ
ー
ル
ド
の
土
は
産
業

廃
棄
物
扱
い
」な
ど
も
分

か
り
ま
す
ん
。
担
当
部
署

が
ま
と
め
た
一
～
四
回

ま
で
の
説
明
事
項
中
の

質
問
の
十
分
な
説
明
を

ま
だ
受
け
て
い
ま
す
ん
。 

 

市
は
、
ど
の
工
法
で
も

必
要
な
の
で
、
法
政
跡
地

の
地
質
調
査
は
早
急
に

や
ら
す
て
ほ
し
い
と
言
っ

て
い
ま
す
。 

 

越
流
緩
和
対
策
と
し

て
、
市
は
雤
水
浸
透
桝

設
置
補
助
事
業(

既
存
住

宅
への
設
置
本
人
負
担
軽

減
）を
六
月

1
日
市
報

N
o1900

号
に
掲
載
。
そ

し
て
「雤
を
考
え
て
み
ま

す
ん
か
？
」 

と
い
う

PR 

 

平成22年度 決算書(22年4月1日～23年3月31日) 

■委託金の部          ■ 補助金の部 ＜収入＞ 

  収入額 市委託金 4,414,000    市補助金  2,076,000 

  支出額 窓口手当 4,221,475    前年繰越金  907,414 

   精算額（返金)   192,525      雑収入     1,308 

＜支出＞                      計     2,984,722 

項目    

事 業 費
416,519 

ｱｼﾞｱを知ろう92,192  かるた大会14,200  囲碁大会
16,667  バス研修43,070 初級囲碁9,805 九浦落語会
55,000 もちつき60,740 コンサート76,982  地域活動費
20,000   私たちの街企画14,223   子ども会3,640   
子ども囲碁10,000 

運 営 費  
178,441 

お茶麦茶11,937  管外研修4,000  つどい6,612  
 委員会32,250  バス研修84,000 交流会(本宿)3,200  
事務会議24,962  研連あり方懇4,342 研連415  
タウンミーテング3,723 館内整理3,000 

消耗品費
240,471 
  
  

茶・麦茶6,868 臼8,000杵2,000 門松700 有料ゴミ
袋6,100 鍵 18,060 ほうき2,417 高枝ﾊ ｻ ﾐ 8,820 
コード3,288 事務用品8,538 台車5,043 電池1,556 
玄関ﾏｯﾄﾘｰｽ代36,855 台所用品19,050 譜面台5,880 
本7,725 ﾌｧｸｽリボン3,880 ﾄｲﾚｯﾄペーﾊﾟー14,290  
コﾋﾟｰ用紙7,949 ﾌﾟﾘﾝﾀｰｲﾝｸ15,550 蛍光灯12,140  
ストーブ8,000 ﾏｲｸｽﾀﾝﾄﾞ2,520 ｶﾊﾞｰｸﾘｰﾆﾝｸﾞ5,400  
ｺﾝｾンﾄｶﾊﾞｰ312 椅子5,990 ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ7,880 かるた札
8,820 時計3,670  ﾌｧﾌﾞﾘｰｽﾞ3,170 

印刷製本費 
598,981 

九浦の家だより352,590 配布代54,520 印刷機(ｲﾝｸ･ﾏｽﾀ
101,745  ﾘｰｽ代152,040  ｺﾋﾟｰ保守､ﾘｰｽ222,262  
ｺﾋﾟｰ売上△104,159  印刷機売上△180,017 

雑誌購読 月刊誌 2部  14,160 

通信･交通費    
85,844 

ﾋﾟﾝｸ電話代40,584 切手はがき35,110 ピンク電話売上△
1,330 交通費11,480 

ＩＴ関連費 IT 50,610 

負 担 金 コミュニティ研連負担金40,000 

修 繕 費
126,112 戸棚棚板取付6,300 蛍光灯取替32,400 畳表替え87,412 

備 品 費
96､475     

椅子12,250 車いす11,400 事務机22,425 ｽﾘｯﾊﾟ入れ
50,400 

合計 1,847,613  繰越金 1,137,109 

の
封
書
も
３
千
戸
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
ま
し
た
が
、
反

響
は
ま
だ
２
％
と
か
。
考
え
る
よ
り
、
お
願
い
し
て
も

や
っ
て
も
ら
う
べ
き
で
す
。 

 

地
元
住
民
の｢

合
流
改
善
・洪
水
対
策
を
考
え
る

会
」と
吉
祥
寺
東
コ
ミ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
、
全
雤
水
の

15
％
を
占
め
る
道
路
に
降
る
雤
対
策
用
と
密
集

住
宅
地
の
雤
水
桝
に
つ
い
て
勉
強
す
る
た
め
、
六
月

中
、
雤
水
浸
透
技
術
協
会
を
訪
ね
、
ま
た
、
墨
田
区

の
「雤
水
市
民
の
会
」の
安
藤
勝
治
氏
に
、
進
化
し
て

い
る
雤
水
浸
透
桝
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。 



街づくりができるのは、  そこで生活  する私たちです。 
 

崎
英
華
先
生
深
大
寺
小
へ
ご
転
出
。
河
合
千

代
先
生
、
水
上
卓
也
先
生
、田
口
美
樹
先
生
と
、

５
、６
年
の 

指
導
員
北
野
美
奈
子
先
生
が
着
任

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
給
食
技
能
主
任
で
赴
任
し

た
吉
田
孝
範
さ
ん
は
本
宿
小
卒
業
生
で
す
。 

◎
第
四
小
学
校
図
工
専
科
の
大
木
雅
夫
先
生

ご
退
職
。
坂
田
日
和
、
金
子
淳
平
、
大
江
雅
子
、

今
本
佳
代
子
の
諸
先
生
、
養
護
の
岩
淵
美
香

先
生
、
は
な
み
ず
き
学
級
岡
安
美
絵
子
先
生

ご
転
出
。
山
口
武
志
、
平
岩
奈
津
美
、
前
川
遥

の
３
先
生
、
図
工
の
岩
崎
裕
先
生
、
養
護
の
村

上
尚
子
先
生
、
は
な
み
ず
き
学
級
の
上
津
原

尚
美
先
生
ご
転
入
。
産
休
代
替
に
土
肥
明
美

先
生
が
就
か
れ
ま
し
た
。
武
蔵
野
市
外
か
ら

転
入
さ
れ
た
先
生
が
多
い
で
す
。 

◎
第
三
中
学
は
、
續
恭
司
先
生
が
退
職
さ
れ
、

元
木
靖
則
校
長
が
練
馬
区
立
関
中
学
か
ら
赴

任
さ
れ
ま
し
た
。
国
語
の
日
高
眞
理
先
生
ご

退
職
。
数
学
の
伊
藤
一
弘
先
生
、
理
科
の
佐
々

木
政
紘
先
生
、
国
語
の
菊
地
康
江
先
生
、
美
術

の
小
松
稔
先
生
ご
転
出
。
か
わ
っ
て
、
国
語
の

伊
藤
恵
子
、
数
学
の
田
中
健
児
、
理
科
の
小
池

義
之
の
諸
先
生
が
ご
転
入
、
国
語
の
太
田
圭

祐
先
生
が
新
規
採
用
で
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。 

◎
五
月

21
日
本
宿
小
運
動
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
終
わ
っ
た
ら
皆
日
焼
け
で
真
っ
赤
と
い

う
強
い
日
差
し
の
も
と
、
生
徒
数
増
の
た
め
久

し
ぶ
り
に
校
庭
に
子
ど
も
が
い
っ
ぱ
い
。
緊
張
の

面
持
ち
で
並
ぶ
一
年
生
の
頭
上
を
、黄
揚
羽
が

ゆ
っ
く
り
飛
ん
で
い
き
ま
す
。
入
学
式
か
ら
た
っ

た
一
ヶ
月
半
の
新
一
年
生
が
、き
ち
ん
と
並
び
、

綱
引
き
を
し
、
二
年
生
と
共
に
ダ
ン
ス
を
し

て
い
る
の
が
驚
き
で
す
。
入
学
式
で
は
、
じ
っ

と
し
て
い
ら
れ
な
い
子
も
多
数
い
た
の
に
、
集

団
で
こ
こ
ま
で
ま
と
ま
る
の
は
（
先
生
の
指
導

 

東
日
本
大
震
災
発
生
と
、
福
島
原
発
事

故
の
復
興
の
道
筋
立
た
な
い
今
こ
の
時 

 外
環
地
上
部
道
路
を
つ
く
っ

て
い
る
と
き
か
？ 

：
： 

 

第
８
回
外
環
地
上
部
道
路
話
し
合
い

で
動
議 

  

四
月
下
旪
予
定
が
、
地
震
で
遅
れ
、五
月
９
日
夜

7
時
か
ら
第
８
回
話
合
い
の
会
を
市
民
会
議

室
で
行
い
ま
し
た
。
傍
聴
席

60
程
が
満

席
。
こ
の
日
は
、
第
７
回
に
時
間
切
れ
で
中

断
し
た
東
町
の
古
谷
構
成
員
（市
民
の
委

員
）の
「武
蔵
野
市
の
現
状
と
課
題
」の
説
明

予
定
の
所
、
冒
頭
、
構
成
員
の
一
人
か
ら
、

次
の
よ
う
な
緊
急
動
議
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「東
日
本
大
震
災
の
復
興
の
道
筋
が
立
た

な
い
状
況
で
、
こ
の
会
を
続
け
て
い
く
こ
と
に

疑
問
が
あ
る
。
被
災
地
に
お
金
を
送
る
、
石

原
都
知
事
が
言
う
東
京
都
の
防
災
費
用
に

回
す
、
原
発
へ
の
対
策
に
も
必
要
で
は
な
い

か
。
こ
の
ま
ま
「話
し
合
い
の
会
」を
続
け
て

い
く
か
決
を
と
っ
て
ほ
し
い
」 

 

会
場
は
一
時
騒
然
と
な
り
、
小
休
止
の

後
、
司
会
者
の
計
ら
い
で
他
の
構
成
員
が
順

次
意
見
を
表
明
し
ま
し
た
。 

・三
月

11
日
の
東
北
方
面
の
幹
線
道
路
は

車
が
詰
ま
っ
て
動
け
な
か
っ
た
。
ま
た
、
災
害

時
こ
そ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大
事
な
の
が
分
っ
た

の
で
、
地
上
部
道
路
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
断
は

絶
対
困
る
。 

・今
回
の
震
災
と
原
発
事
故
で
科
学
技
術
の

常
識
が
ひ
っ
く
り
返
っ
た
。
今
は
社
会
の
制 

度
や
仕
組
み
を
一
か
ら
見
直
す
時
だ
。 

・現
地
の
復
興
は
10
年
単
位
だ
。
外
環
や

外
環
ノ
２
よ
り
、
原
発
を
含
め
た
震
災
復
興

と
津
波
、
液
状
化
か
ら
都
民
を
守
る
た
め
の

イ
ン
フ
ラ
に
お
金
を
回
す
べ
き
だ
。 

・福
島
原
発
の
電
気
は
都
民
が
使
っ
て
い
る
。

都
税
か
ら
被
災
地
に
金
を
出
す
の
は
義
務
だ
。 

・
40
年
前
の
計
画
を
今
や
る
こ
と
が
時
代

錯
誤
で
、
震
災
で
こ
の
会
議
が
方
向
転
換
す

べ
き
だ
…
な
ど
、
動
議
に
賛
成
の
意
向
が
濃

厚
で
し
た
。 

 

復
興
は
大
切
だ
が
、
こ
の
場
で
課
題
化
は

疑
問
で
、
外
環
ノ
２
に
つ
い
て
課
題
・問
題
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
こ
の
会
に
望
ん
で
い

る
。
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

行
政
と
住
民
の
信
頼
関
係
が
築
け
な
い
理

由
の
一
つ
は
、
再
度
都
の
課
長
が
交
替
し
、

担
当
が
変
わ
る
と
ま
た
一
か
ら
や
り
直
さ

ね
ば
な
ら
な
い
。
二
つ
は
何
度
要
請
し
て
も

資
料
が
出
て
こ
な
い
。
ま
た
、
前
課
長
は
、
都

が
出
し
た
３
つ
の
提
案
は
変
え
ら
れ
な
い
と

言
っ
た
。
聞
き
お
く
だ
け
の
行
政
の
や
り
方
の

結
果
が
原
発
問
題
で
は
な
い
か
…
と
い
う
住

民
側
の
問
い
に
対
し
、
都
の
小
口
課
長
は
、 

 

「道
路
を
造
る
造
ら
な
い
と
い
う
話
も
大

事
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
こ
の
街
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
良
い
街
を
作
り
た
い
姿
勢
は
変
っ
て

い
な
い
。
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
と
こ
ろ
で
議
論
し

た
い｣

と
答
え
て
い
ま
す
。 

 

司
会
者
か
ら
「震
災
に
つ
い
て
は
一
生
懸 

 

東
町
二
丁
目
交
通
問
題
前
進
の

た
め
に
そ
の
後 

 

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
武
蔵
野

警
察
署
の
交
通
課
長
の
異
動
の
た
め
、
四

月
の
面
談
が
延
期
さ
れ
、
新
課
長
と
の
面

談
が
、
六
月3

日
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
れ
が
、
新
担
当
課
長
が
急
逝
さ
れ
た

た
め
、
再
び
延
期
さ
れ
て
い
ま
す
。 

命
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
理

由
で
「話
し
合
い
の
会
」を
止
め
る
止
め
な
い

の
議
論
は
、
議
事
進
行
と
は
違
う
。
傍
聴
者

の
意
見
（ア
ン
ケ
ー
ト
）も
持
ち
帰
り
都
に

整
理
し
て
出
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
決
を

採
る
の
は
取
り
下
げ
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か

け
が
あ
り
、
５
分
間
の
休
憩
を
取
っ
て
、
住

民
側
構
成
員
が
話
し
合
っ
た
結
果 

 

「止
め
る
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
新
し

い
課
長
に
替
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
次
回
話
を

聞
い
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
震
災
を
踏
ま

え
、
ど
う
外
環
を
位
置
づ
け
る
か
を
含
め
、

納
得
で
き
る
資
料
な
ら｢

話
し
合
い
の
会
」を

続
け
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
解
散
と
い
う
風

に
考
え
た
い
」と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

（文
責 

傍
聴
し
た
吉
東
コ
ミ
広
報
担
当
者
）  

 
 

 
 

 

議
事
録
、
議
事
要
旨
が
出
来
上
が
り
東
京

都

HP
に
の
る
そ
う
で
す
。 

 

む
さ
し
の
地
区
外
環
問
題
協
議
会(

南
・

吉
東
・本
宿
の
３
コ
ミ
セ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク)

総
会
が
、
六
月

18
日(

土)

19
時
か
ら
本

宿
コ
ミ
セ
ン
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

「外
環
地
上
部
道
路
話
し
合
い
の
会
」の
報

告
と
質
疑
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

度
①
学
習
会(

都
議
に
聞
く)

②
市
長
・副
市

長
・ま
ち
づ
く
り
推
進
課
と
の
話
し
合
い
③

外
環
道
路
特
別
委
員
会
傍
聴
④
国
交
省
へ

懇
談
会
開
催
を
要
望 

が
決
ま
り
、
会
の
姿

勢
は
「中
道
」を
守
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 
此の度の市議選で、吉祥寺東部から当選された落合・小美濃・桑津・
斯波・深沢・深田・前田の各氏は、「むさしの外環反対の会」のアン
ケートに対し、外環地上部道路の計画について全員「よく知ってい
る」、「反対」と答えています。 

↑一年生の面倒をみる六年生。 



   

七
月

9
日
PM
２
～
ア
ジ
ア
を
知
れ
う
ス
リ
ラ
ン
カ 

 
 

「
シ
ル
ヴ
ァ
さ
ん
が
見
た
日
本
と
ス
リ
ラ
ン
カ
」 

  

七
月

15
日(

金)

19
時
～ 

三
中
会
議
室 

 

第
六
回
下
水
道
事
業
法
政
跡
地
説
明
会 

  

七
月

28
日 

19
時
半
～ 

 

「東
北
応
援
納
涼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
ど
い
」 

 

七
月

30
日 

9
時
半
～｢

誰
で
も
学
べ
る
昆

虫
学
―
九
浦
の
庭
の
生
き
物
探
し
」 

 
       

講
師 

小
峰
光
弘
さ
ん 

 

八
月

20
・
21
日
18
時
～
本
宿
小
校
庭 

 
 

 

本
宿
盆
踊
り
・
花
火
大
会 

八
月

21
日 

9
時
～ 

第
三
中
学
校
庭 

 
 

 

武
蔵
野
市
防
災
訓
練 

 

地
域
で
出
来
る
防
災
・
避
難
所
設
営
ま
で
・
災
害

時
要
援
護
者
安
否
確
認
な
ど 

 夏
季
節
電
の
た
め
の
休
館
日
の 

お
知
ら
せ 

 

今
夏
の
電
力
不
足
に
備
え
、
武
蔵
野
市
の
公
共

施
設
は
、
七
・八
月
に
つ
き

15
％
節
電
が
努
力

目
標
に
な
り
ま
し
た
。 

九
浦
の
家
は
、
検
討
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
決
ま
り

ま
し
た
。
あ
し
か
ら
ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

七
～
九
月
の
間 

全
て
の
水
曜
日
を
休
館
し
ま
す
。 

 

三
月
十
一
日
余
聞 

 
 

 

24
時
過
ぎ
の
女
子
大
通
り 

 

91
号
で
お
知
ら
す
し
た
よ
う
に
、
東
コ
ミ
セ
ン

九
浦
の
家
で
は
地
震
後
代
表
が
セ
ン
タ
ー
に
詰

め
て
い
ま
し
た
が
、
10
時
過
ぎ
来
る
人
も
な

く
、
一
時
ロ
ビ
ー
に
避
難
し
て
休
ん
で
い
た
方
た

ち
も
帰
宅
さ
れ
た
た
め
閉
館
し
ま
し
た
。 

井
の
頭
通
り
に
面
し
た
南
コ
ミ
セ
ン
が
通
行
人

に
ト
イ
レ
や
水
や
休
み
場
所
を
提
供
し
、
本
町

コ
ミ
セ
ン
は
、
市
の
依
頼
で
帰
宅
困
難
者
に
開
放

さ
れ
た
の
は
前
号
で
お
知
ら
す
し
ま
し
た
。 

東
町
で
は
、
深
夜
、
女
子
大
通
り
に
面
し
た 

床
屋
さ
ん
は
、
あ
ま
り
に
人
が
大
勢
通
る
足
音 

に
、
何
事
か
と
思
っ
て
出
で
み
る
と
、
遅
く
な
っ

て
か
ら
地
下
鉄
丸
ノ
内
線
が
復
旧
し
た
た
め
、 

 

荻
窪
駅
ま
で
た
ど
り
着
い
た
人
た
ち
が
、
西
に

向
か
っ
て
歩
き
だ
し
（青
梅
街
道
で
な
く
線
路

に
近
い
路
を
選
ぶ
と
、
東
京
女
子
大
学
の
所
に

出
て
く
る
）、
さ
ら
に
女
子
大
通
り
を
過
ぎ
て
い

く
と
こ
ろ
で
し
た
。
こ
の
人
た
ち
の
多
く
が
、
東

町
駐
在
で
道
を
聞
い
た
よ
う
で
、
夕
刻
吉
祥
寺

駅
前
で
帰
宅
困
難
者
に
市
の
休
憩
施
設
を
教

え
る
の
に
忙
殺
さ
れ
た
東
町
駐
在
さ
ん
は
、
深

夜
再
び
道
案
内
に
苦
労
し
ま
し
た
。
駅
前
で

も
、
駐
在
で
も
、
こ
こ
が
ど
の
位
置
で
、
向
か
い

た
い
方
向
や
場
所
は
ど
ち
ら
方
面
か
を
示
す

手
渡
す
る
地
図
が
な
か
っ
た
た
め
で
す
。
女
子

大
通
り
の
帰
宅
者
は
予
想
し
な
か
っ
た
こ
と
で

し
た
。
東
コ
ミ
セ
ン
も
、
こ
う
し
た
場
合
は
、
「ト

イ
レ
、
飲
み
水
あ
り
ま
す
」の
看
板
と
、
場
所
を

示
す
高
張
提
灯
で
も
出
し
た
方
が
良
か
っ
た
。

今
後
考
え
よ
う
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。 

吉
祥
寺
東
町
で
は
、
地
震
直
後
に
は
尐
数
し

か
確
認
で
き
て
い
な
か
っ
た
屋
根
瓦
の
ず
れ
が
、

か
な
り
あ
っ
た
よ
う
で
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
掛
け

た
お
家
が
所
々
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

東
町
近
辺
の
放
射
能 

  

放
射
能
物
質
飛
来
に
よ
る
汚
染
が
子
ど
も
を

持
つ
方
の
大
関
心
事
で
す
。
五
月

29
日
本
宿
コ

ミ
セ
ン
で
行
わ
れ
た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
、

後
半
は
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
母
親
た
ち
が
次
々
不

安
を
述
べ
、
泣
き
出
す
方
も
い
ま
し
た
。 

六
月

16
日
東
京
都
の
検
査
結
果
が
テ
レ
ビ

各
局
か
ら
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
の
放
射
線
被
ば
く
情
報
の
中

で
、
最
も
厳
し
い
レ
ベ
ル
の
判
断
で
、
線
量
の
目

安
を
出
し
て
い
る
中
部
大
学
の
武
田
邦
彦
教
授

が
、
「デ
ー
タ
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
進
歩

だ
が
、
デ
ー
タ
が
正
確
か
と
い
う
所
ま
で
い
っ
て

い
な
い
」と
苦
言
を
呈
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
の

測
定
で
は｢

空
間
線
量｣

お
お
よ
そ0.08

～0.35

ほ
ど
。
デ
ー
タ
の
見
方
と
し
て
、
自
然
放
射
線

年

1.5
㍉
シ
ー
べ
ル
ト
、
人
工
放
射
線
限
度
年

１
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
で
計

2.5
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
。
こ
れ

を

365
日×

24
時
間
で
割
る
と
、
１
時
間
に

0.285

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
ま
で
良
い
と
発
表
し

ま
し
た
。
武
田
教
授
は
、
内
部
被
爆
（飲
食
な

ど
の
影
響
）分
を
考
慮
し
て
、
１
時
間
あ
た
り
、

0.11

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
が
目
安
で
、
そ
れ
以

下
な
ら
通
常
の
生
活
で
良
い
と
し
て
い
ま
す
。 

武
蔵
野
市
は
六
月
１
日
三
小
、
五
小
、
桜
野

小
の
校
庭
と
道
路
の
境
界
線
上
を
地
上
５
、

50
、
100

cm
で
測
定
し
、
ど
の
校
庭
も
一
番
高

い
数
値
を
示
し
た
地
上
５
cm
で0.11

マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
で
し
た
。
計
測
結
果
は
九
浦
の
家
掲

示
板
に
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
水
道
水
に
つ

い
て
は
、
週
３
回
測
定
を
実
施
し
、
随
時
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
て
い
ま
す
が
、
六
月

22
日
東
町
四-

４-

18
の
蛇
口
か
ら
の
採
水
分

は
、
検
査
の
結
果
ヨ
ウ
素131

、
セ
シ
ウ
ム134

・

137
と
も
不
検
出
で
し
た
。
六
月
８
日
に
は
、
本

宿
小
と
六
中
の
プ
ー
ル
の
水
が
検
査
さ
れ
、
教

育
委
員
会
は
授
業
に
差
し
支
え
な
い
と
し
ま
し

た
。
水
は
水
道
水
で
す
が
、
降
雤
な
ど
の
影
響

を
配
慮
し
て
調
査
し
た
も
の
で
、
学
校
か
ら
は
、

プ
ー
ル
使
用
期
間
中
、
月
に
２
回
の
測
定
を
約 

束
し
て
も
ら
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。  

 
 

                    
 今

後
は
、
都
や
市
の
HP
を
見
て
、
デ
ー
タ
の
推

移
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
、
自
分
で
も
判
断
で
き
る
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 
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街
中
に
は
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
と
タ
イ
ザ
ン
ボ
ク
が

咲
き
ほ
こ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
、
单
町
の
高
齢

者
施
設
ゆ
と
り
え
の
庭
の
ハ
ン
カ
チ
の
木
が

四
月
末
８
つ
独
特
の
花
を
つ
け
ま
し
た
。 

◎
花
冷
え
な
が
ら
桜
の
入
学
式
。
四
月
６
日
、

本
宿
小
は
一
年
生
が

47
名
２
ク
ラ
ス
に
。
全

校

254
名
。
第
四
小
学
校
は

67
名
入
学
で
２

ク
ラ
ス
。
全
生
徒
数

353
名
で
す
。
丂
日
入
学

式
の
第
三
中
学
は
、
男
子

74
名
、
女
子

54
名

が
入
学
、
４
ク
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。 

◎
今
春
は
、先
生
が
大
幅
に
異
動
さ
れ
ま
し
た
。 

本
宿
小
は
、
石
橋
昌
雄
先
生
が
板
橋
区
立
第

十
小
へ
ご
転
出
。
佐
々
木
克
二
校
長
が
豊
島

区
教
育
委
員
会
か
ら
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
岡 
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